
 

 

 
 

     

      

平成２４年６月１８日 

創 刊 号 

川西市歯科医師会立 

訪問歯科センター編集委員会 

住所：川西市火打 1-1-7 

T E L：072-757-0418 

F A X：072-764-6480 

ご 挨 拶 

拝啓 梅雨の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、この度、私ども社団法人川西市歯科医師会は、かねてより準備を進

めてきておりました「川西市歯科医師会立訪問歯科センター」を７月１日

に開設する運びとなりました。高齢化社会へと加速する中、何らかの疾患

により、自発摂食できない「人間の尊厳」が失われた高齢者が増加してき 

ています。歯科医師には、人間の尊厳に不可欠な口腔機能の維持と保全を担う責務があります。

また、高齢者の死亡原因に誤嚥性肺炎が上位にあること、様々な疾患にデンタルプラークが関与

していることも周知のとおりです。誤嚥性肺炎を予防し、人としての尊厳である自らの口で食し、

ＱＯＬの増進を図るためには、口腔ケアが不可欠だと考え、当会は川西市のご協力のもと、地域

歯科衛生士グループ“カミングハーモニー”と連携し、全国的に稀有な会立の訪問歯科センター

を開設するに至った次第です。 

 今後は、皆様のご期待に添えますよう一層の熱意をもって、全力を尽くす所存でございます。

何卒ご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。まずは甚だ失礼ではございま

すが、書中をもってご挨拶申し上げます。   

      社団法人川西市歯科医師会 会長 中川 泰彰 

 

訪問歯科センター運営委員会だより 

 

《我々の取り組み》 

①呼吸路の安全性の確保 

口腔衛生状態の改善による誤嚥性肺炎の発症

リスクの低減。 

②口腔咽頭機能の賦活 

口腔衛生状態の改善のため口腔ケアを行う際

には刺激性唾液が生じることから嚥下機能へ

の取り組みを併せて行うことが必要。 

③食事の調整 

口腔咽頭機能の改善の程度 

に応じた食事調整が必要。 

 

ニュースレター編集室より 

 

これまで川西市歯科医

師会は川西市の広報誌

等で、事業のご案内や情

報を市民の皆様にお伝

えしておりました。 

このニュースレターは、当会が独自に川西市内の医

療機関や施設の皆様とのより良い医科歯科連携を進

めて、市民の皆様のお役に立ちたいという思いで発

行する情報誌です。 

誌面は、施設や医療機関の皆様からのご質問やご意

見に基づいて構成していきたいと思っております。 

どうぞ、お気軽に編集室までご連絡ください。 

メンバー写真 


